
報道関係各位                                                       平成 28 年 7 月 21 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 雪印メグミルク株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：西尾  啓治）は、 

当社保有のプロバイオティクス乳酸菌 「ガセリ菌 SP株」を使った『恵 megumi ガセリ菌 SP株ヨーグル

ト 宅配専用』（70g）、『恵 megumi ガセリ菌 SP株ヨーグルト ドリンクタイプ 宅配専用』（100g）を 

平成 28年 8月 22日（月）より全国にて機能性表示食品として新発売いたします。牛乳販売店が配達し

ている宅配専用商品での機能性表示食品は当社が初※となります。      ※ ㈱総合プランニング調べ 

 

これからも当社は「ガセリ菌 SP株」の未知の可能性を明らかにし、新制度も含めた幅広い手法でその

良さをお伝えすることにより、皆様の健康づくりに貢献してまいります。 

 
                     
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機能性表示食品制度】 

ガセリ菌 SP 株が内臓脂肪を減らす（機能性表示食品） 

宅配専用商品では初※の機能性表示食品！  

『恵 megumi ガセリ菌 SP株ヨーグルト 宅配専用』70g 
『恵 megumi ガセリ菌 SP 株ヨーグルト ドリンクタイプ 宅配専用』100g  

平成 28年 8月 22日（月）より全国にて新発売 

『恵 megumi ガセリ菌 SP株ヨーグルト 

ドリンクタイプ 宅配専用』（100g） 

【届出内容】 

●届出表示：本品にはガセリ菌 SP株が含まれます。 

ガセリ菌 SP株には内臓脂肪を減らす機能が 

あることが報告されています。 

●機能性関与成分：ガセリ菌 SP株  

●届出番号：B4 

●１日当たりの摂取目安量：１日当たり１個 100g 

 

『恵 megumi ガセリ菌 SP株ヨーグルト 宅配専用』（70g） 

 

【届出内容】 

●届出表示：本品にはガセリ菌 SP株が含まれます。 

ガセリ菌 SP株には内臓脂肪を減らす機能が 

あることが報告されています。 

●機能性関与成分：ガセリ菌 SP株 

●届出番号：B3 

●１日当たりの摂取目安量：１日当たり１個 70g 

 ・本品は特定保健用食品ではありません。 

・本品は、疾病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。 

・食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。 



【機能性表示食品制度】 

特定保健用食品(トクホ)、栄養機能食品に続く、食品に機能性を表示できる新たな食品表示制度として平成 27 年 4

月１日に施行されました。「機能性表示食品」制度では、定められたルールに基づき、事業者が食品の安全性と機

能性に関する科学的根拠などの必要事項を、発売前(60 日前まで)に消費者庁に届け出れば、事業者は自らの責任に

おいて商品に機能性を表示することができます。   詳細は消費者庁ホームページをご覧ください。 

『恵 megumi ガセリ菌 SP株ヨーグルト 宅配専用』

https://www.fld.caa.go.jp/caaks/cssc02/?recordSeq=41604150290100 

『恵 megumi ガセリ菌 SP株ヨーグルト ドリンクタイプ 宅配専用』 

                     https://www.fld.caa.go.jp/caaks/cssc02/?recordSeq=41604190040100 

１．商品概要   

商品名 内容量 
種類別 

名称 

希望小売 

価格 
発売日 

発売 

地域 

賞味期限 

（開封前） 

保存方法 

恵 megumi 

ガセリ菌 SP株ヨーグルト 

宅配専用 

70g はっ酵乳 
オープン 

価格 

8/22 

（月） 
全国 

18日間 

要冷蔵 

(10℃以下) 

恵 megumi 

ガセリ菌 SP株ヨーグルト 

ドリンクタイプ 宅配専用 

100g はっ酵乳 
オープン 

価格 

8/22 

（月） 
全国 

18日間 

要冷蔵 

(10℃以下) 

２．商品特長 

 

 

 

 

 

 

 

３．商品コンセプト 

現代日本人のための、ガセリ菌 SP株が入った生活習慣ヨーグルト 

ターゲット 体型維持に関心のある方 

食シーン いつもの朝食に＋1品のヨーグルト 

ベネフィット ガセリ菌 SP株が毎日手軽に摂れる 

４．お客様からの問い合わせ先 

  雪印メグミルク株式会社 お客様センター 0120-301-369（年中無休 9:00～19:00） 

  【雪印メグミルクホームページ：http://www.meg-snow.com 】 

【雪印メグミルク宅配サービス：http://www.meg-snow.com/takuhai/】 

 

※画像データをご希望の際は、下記お問い合わせ先にご連絡願います。 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

雪印メグミルク株式会社 

広報部 広報グループ 

TEL 03-3226-2124 FAX 03-3226-2150 

 

(1) ヒトの腸に長くとどまることが科学的に確認され、様々な研究が進められている「ガセリ菌SP株」

が入った宅配専用商品のヨーグルトです。 

(2) 科学的根拠に基づいたガセリ菌 SP 株の保健機能「ガセリ菌 SP 株が内臓脂肪を減らす」をパッ

ケージに表示した、機能性表示食品です。 

(3） 食べるタイプは低脂肪、ドリンクタイプは脂肪ゼロ・砂糖不使用で、ヘルシーでありながらも毎日続

けて摂りやすいおいしさです。 

https://www.fld.caa.go.jp/caaks/cssc02/?recordSeq=41604150290100
https://www.fld.caa.go.jp/caaks/cssc02/?recordSeq=41604190040100
http://www.meg-snow.com/
http://www.meg-snow.com/takuhai/
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